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くこの行事は、町指定文化財。大勢の人が集まった祭りの熱気くこの行事は、町指定文化財。大勢の人が集まった祭りの熱気
は、夜の冷え込みをも忘れさせるほどです。秋の夜空を彩ったは、夜の冷え込みをも忘れさせるほどです。秋の夜空を彩った
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一般会計の収入総額は、90 億 7,771 万円です。収入は、自主財源と依存財源に分けることができます。
自主財源は、町税や使用料・手数料、財産収入、繰越金、繰入金など、町が独自に収入した財源で、令和４年度は 32
億 632 万円。そのうち町税は 18 億 6,851 万円で、収入全体の 20.6％を占めています。
依存財源は、地方交付税や国・県からの支出金、町債などで今年度は収入全体の 64.7％を占めています。このうち収
入全体の32.1％を占める地方交付税（全国各市町村の財政力のバランスを取るために国から配分されるお金）は29億1,449
万円、国からの支出金は 14 億 6,587 万円、県からの支出金は５億 7,448 万円、町債（道路や公園、学校など町が行う建
設事業などの資金を調達するために国などから借り入れるお金）は３億 8,153 万円となっており、依存財源による収入
は 58 億 7,139 万円となっています。

令和４年度の鞍手町の決算における地方債（借金）の残高は次のとおりです。

○地方債残高

住民サービスの向上と新たなニーズに迅速かつ的確に対応できるよう、
財源の確保に努め財政の健全化を図っています。

収入
INCOME

90億7,771万円

令和４年度の町の決算です。
町が行っている事業は、
皆さんが納めた税金や、
国・県からの支出金などでまかなわれています。
決算は、このお金が皆さんの暮らしやまちづくりの中で、
どのようにいかされてきたかをまとめたものです。
では、町の家計簿のあらましを見てみましょう。
※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致す
　るとは限りません。

一般会計

令和４年度

町の家計簿

・使用料・手数料
…１億4,924 万円（1.6％）

・ そのほか（地方譲与税・地方消費税 
交付金等）…５億3,502万円（5.9％）

町税
18億6,851万円

（20.6％）

・そのほか（財産収入・分担金及び負担金・繰越金
　・繰入金・諸収入等）…11億8,857万円（13.1％）

地方交付税
29億1,449万円

（32.1％）

国庫支出金
14億6,587万円

（16.1％）

依存財源…58億7,139万円（64.7％）自主財源…32億632万円（35.3％）

算

地方債の残高

会計の名称 令和３年度末残高
①

令和４年度借入額
②

令和４年度償還額
③

令和４年度末残高
①＋②－③

一般会計 69億3,823万円 ３億8,153万円 ９億2,900万円 63億9,076万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計 77億3,356万円 １億3,120万円 1億7,786万円 76億8,690万円

鞍手町水道事業会計 ７億7,396万円 850万円 5,906万円 ７億2,340万円

鞍手町下水道事業会計 46億3,341万円 ３億1,310万円 ２億4,700万円 46億9,951万円

・県支出金…５億7,448万円（6.3％）

・町債…３億8,153万円（4.2％）
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、毎年度、市町村の財政状況に関する指標を報告することが義務付け
られています。令和４年度の鞍手町の財政状況に関する指標は次のとおりで、健全化基準を超えている会計はありません。

○財政健全化判断比率 単位：％

※（―）表示は黒字 ※（―）表示は資金不足なし

単位：％○公営企業の資金不足比率

決まちづくりの基本となる第５次総合計画（後期）に基づき、
限りある財源の効率的な運用に努めました。

83億4,549万円 支出
EXPENDITURE

一般会計

衛生費
10億3,545万円
（12.4％）

民生費
27億9,223万円
（33.5％）

総務費
16億7,286万円
（20.0％）

土木費
6億5,351万円
（7.8％）

・消防費…２億8,146万円（3.4％）

・そのほか（議会費・災害復旧費）…8,932万円（1.1％）

・農林水産業費…1億7,009万円（2.0％）

・商工費…1億36万円（1.2％）

財政健全化判断比率と資金不足比率

令和４年度はどんな事業にお金を使ったのでしょうか。一般会計の支出総額は、83億 4,549万円で
す。町民１人当たり54万 7,281円が使われたことになります（令和４年４月30日現在人口15,249人）。
支出は、使われるお金の目的によって総務費や民生費、土木費などに分けられています。この
うち最も大きな割合を占めているのが民生費で、障がい者の自立支援費に 5億 9,830 万円、介護
保険広域連合への負担金として 2億 8,236 万円、重度障がい者や子ども、ひとり親家庭などの医
療費補助に9,939万円、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金に１億2,497万円使いました。
また、総務費では、庁舎等建設費に１億 5,019 万円、衛生費では、新型コロナウイルス感染症対策（予
防接種など）に１億 967 万円使いました。

実質赤字比率…一般会計等の赤字から財政運営の深刻度をみる比率／連結実質赤字比率…町のすべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
実質公債費比率…借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率／将来負担比率…町が抱える負債の残高から将来の財政への危険度をみる比率
資金不足比率…資金の不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

民生費
●障がい者の自立支援に（5億9,830万円）
●介護保険広域連合負担金に（２億8,236万円）
●児童手当に（2億884万円）
●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付金に（１億2,497万円）

●重度障がい者や子ども、ひとり親家庭な
どの医療費補助に（9,939万円）

●老人保護措置の委託に（863万円）
●地域包括支援センター事業費に（3,663万円）
●社会福祉協議会への補助金に（3,331万円）

総務費
●ふるさと納税の推進に（6億208万円）
●庁舎等建設費に（１億5,019万円）
●コミュニティバス等・路線バスの運行維
持に（4,975万円）

●定住促進奨励金に（3,313万円）

衛生費
●ごみやし尿の処理に（3億5,029万円）
●くらて病院の負担金に（２億9,242万円）
●新型コロナウイルス感染症対策予防接種
などに（1億967万円）

●予防接種の業務委託に（3,501万円）　
●母子保健対策に（2,706万円）

土木費
●道路や橋の新設や整備に（２億5,603万円）
●下水道事業の補助などに（２億3,675万円）
●町営住宅の維持管理に（6,404万円）
●河川の整備に（637万円）

教育費
●GIGAスクール推進関連事業に（2,814万円）
●幼稚園利用給付事業に（2,549万円）
●学校給食減免措置費に（1,524万円）
●歴史民俗博物館別館建設事業費に（701万円）

消防費
●直鞍広域消防の負担金に（２億4,469万円）
●消防団の運営などに（1,824万円）

農林水産業費
●水路やため池の整備に（3,588万円）
●多面的機能支払事業に（3,267万円）
●水田農業DX推進事業に（1,138万円）
●新規就農経営発展支援事業に（745万円）

商工費
●中小企業等への支援金の給付に（3,860万円）
●プレミアム付地域振興券発行に係る補助
に（3,491万円）

項目別支出内訳

区分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

鞍手町の比率 ― ― 8.2 なし
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 基準なし

企業会計の名称 資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 ― 20.00

下水道事業会計 ― 20.00

公債費
９億4,663万円
（11.3％）

教育費
６億359万円
（7.2％）
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７億2,607万円企業会計

水道事業会計
▷収入…３億3,980 万円　▶支出…３億2,507 万円

国民健康保険事業特別会計
▷収入…18 億1,774 万円　▶支出…17 億7,747 万円

自営業の人や退職者などの医療費を給付する会計です。主な収入は、保険税と県支出金。主な支出は、
医療費や県に納める事業費納付金などです。
●対象者　2,306 世帯　3,540人　●１人当たりの医療費　422,573 円

住宅新築資金等特別会計
▷収入…59 万円　▶支出…59 万円

旧同和地区の住宅環境を改善するための会計です。収入は、貸付金の回収金。支出は、一般会計への繰
出金です。

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計
▷収入…390 万円　▶支出…390 万円

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約 13kmにわたって設置されているパイプラ
インを維持管理するための会計です。収入は、財産運用収入や運営基金からの繰入金などです（令和４年
度は、利息等83万円を積み立てています）。

後期高齢者医療特別会計
▷収入…２億9,142 万円　▶支出…２億8,997 万円

平成 20年度から始まった 75歳以上の人が加入する後期高齢者医療制度を運営するために設けられた
会計です。県内のすべての市町村が加入する福岡県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、町と協力
して制度運営に当たっています。令和４年度の対象者は、3,014 人です。

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計
▷収入…３億4,104 万円　▶支出…３億4,104 万円

地方独立行政法人くらて病院（旧町立病院）への貸付金などを管理するための特別会計です。収入は、
町が直接借り入れる町債や町債の償還に関してくらて病院から受け取る負担金です。支出は、町が借り入
れた町債をくらて病院に貸し付ける貸付金や町債の元利償還金などです。

か
町内11か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。収入は、財産運用収入や運営基

金からの繰入金などです（令和４年度は、利息等693万円を積み立てています）。支出は、運転手の手当
やポンプの維持管理費です。

んがい施設維持管理運営費特別会計
▷収入…6,758 万円　▶支出…6,633 万円

水道事業の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、私たちが支払った水道料金です。支出は、
安全な飲み水を作るための費用です。
●給水戸数　6,629世帯　●給水人口　13,457人

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

（収入）７億6,988万円（支出）

特別会計 24億7,930万円（収入）25億2,226万円（支出）

下水道事業会計
▷収入…４億3,008 万円　▶支出…４億100 万円

下水道事業の運営のために設けられた会計です。収入の一部は、私たちが支払った下水道使用料です。

●水洗化人口　6,043人　●普及率　57.34％



異国の踊りと演奏に魅了され
▶ブルガリア・カザンラック民族舞踊団が町内で公演
９月19日、古月保育所と鞍寿の里でブルガリア・カザン

ラック民族舞踊団の公演がありました。これは、９月16日
から18日にかけて宗像市で開催されたブルガリアフェスティ
バルをきっかけとして、株式会社グローバルアリーナのご厚
意で実現したもの。異国情緒あふれる踊りと音楽に合わせて、
見ている人たちも自然と体を揺らしていました。公演の最後
には、みんなでブルガリア伝統のダンスを踊りました。

藤
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々栞さん
令和２年11月25 日生まれ

ののちゃん3歳のお誕生日おめでとう!!
来年からは楽しみにしている幼稚園だ
ね!! お友だちがたくさんできるといいね!!
これからもすくすく育ってね。（父　康友
さん・母　奈緒さん・八尋）Happy birthday to you.

すくすく
日記
11月生まれ

広報「すくすく日記」のコー
ナーでは、発行月に誕生日を迎
える満３歳までのちびっ子を
募集しています。12月生まれ
は、11月 10日（金）までに
申し込んでください。
●問い合わせ　まちづくり課ま
ちづくり戦略係まで

▼
お待ちしています
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まちの話題 My Town Topics

子どもの安全見守り隊
▶鞍手町青色防犯パトロール車推進大会が開催
10月 11日、中央公民館で４年振りに鞍手町青色防犯パト

ロール車推進大会が行われました。青色防犯パトロール隊の
皆さんは、日ごろから通学路のパトロール活動を通じて、町
内の子どもたちの安全を見守っており、町の安全・安心にも
繋がっています。
式典の後にはパトロール隊の出発式があり、青色回転灯を

装備した車両による町内パレードが行われました。

文化の秋、芸術の秋を満喫
▶公民館まつりと鞍手美術展が開催
10月 13日から15日の３日間は町の文化・芸術の祭典。

中央公民館と町立体育館で公民館まつりと美術展がありまし
た。公民館まつりでは、公民館サークルの皆さんの１年間の集
大成である陶芸や木彫、洋裁などの作品が展示され、14日に
は、朗読やコーラス、舞踊、フラダンスなどの実技発表もあ
りました。美術展では、絵画や書道など多くの作品が展示され、
来場者たちは気になる作品に見入っていました。

水害に備えるまちづくりを学ぶ
▶室木小学校で防災授業
９月20日、室木小学校の４年生が社会科の授業で「鞍手

町はどのように水害にそなえているのか」を学びました。
講師は、鞍手町防災専門官である原田さん。消防署に勤務

経験がある原田さんが対応した災害や鞍手町で過去に起こっ
た水害写真などを見ながら水害の怖さを学びました。
子どもたちからは、「水害の時にはどこに逃げるの？」な

どいろいろな質問が出されていました。
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
を
散
策
し
よ
う
!!

～
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
史
跡
巡
り
～

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

自
然
豊
か
な
鞍
手
町
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
り
な
が
ら
一

緒
に
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

コ
ー
ス
途
中
で
は
、
博
物
館
学
芸
員
に
よ
る
史
跡
紹
介
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
出
作
り
・
鞍
手
町
の

こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
と
て
も
よ
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
き
　
11
月
26
日
（
日
）（
少
雨
決
行
）

※
予
備
日
と
し
て
12
月
３
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
ロ
ビ
ー

●
受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
９
時
15
分
ま
で

●
参
加
料
　
１
人
あ
た
り
１
０
０
円
（
保
険
加
入
料
込
）

●
申
込
み
　
▽
期
間
＝
11
月
17
日
（
金
）
ま
で
（
平
日
の
み
）

▽
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
定
員
　
先
着
25
人

●
コ
ー
ス
距
離
　
約
８
ｋ
ｍ

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
で

鞍
手
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
出
場
者
を
募
集
し
ま
す

●
鞍
手
町
体
育
協
会

鞍
手
町
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
大
会
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
12
月
17
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
受
付
・
開
場
。

９
時
か
ら
試
合
開
始

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
参
加
資
格  

町
内
在
住
者
・
町
内
在
勤
者
及
び
鞍
手
町
卓
球

連
盟
会
員

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
競
技
種
目
　
▽
公
式
種
目
＝
①
男
子
シ
ン
グ
ル
、
②
女
子

シ
ン
グ
ル
▽
非
公
式
種
目
＝
③
ダ
ブ
ル
ス
（
男
、
女
、
混

合
　
組
み
合
わ
せ
は
自
由
）

※
ダ
ブ
ル
ス
は
ペ
ア
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鞍
手
幼
稚
園
で
は
専
門
職
に
よ
る
「
健
や
か
な
子
ど

も
の
育
み
支
援
」
を
地
域
に
広
げ
「
楽
し
い
子
育
て
カ

フ
ェ
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
子
さ
ま
と
ご
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、子
育
て
仲
間

の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。
11
月
か
ら
１
月
ま
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
す
が
、

準
備
の
都
合
上
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30

分
ま
で
（
育
児
相
談
の
み
随
時
）

●
問
い
合
わ
せ
　
九
州
女
子
大
学
附
属
鞍
手
幼
稚
園

☎
（
４
２
）
０
１
８
５
ま
で

九
州
女
子
大
学
附
属
鞍
手
幼
稚
園

―  

地
域
の
子
育
て
支
援
開
催  

―

●
九
州
女
子
大
学
附
属
鞍
手
幼
稚
園

講座名 とき 対象 内容

子育て
カフェ

11月 ７ 日（火）
12月 ５ 日（火）
１月23日（火）

乳幼児の保護者
子育てについていろいろ情報交換
しながら、「子どもの発達」につい
て知見を広めます。

ベビー
ビクス

11月 28日（火）
12月 21日（木）
１月16日（火）

生後 4か月～
15か月の乳児
とその保護者

親と子どものスキンシップを大切
にしたマッサージと、それぞれの
発達を促すエクササイズを実施し
ます。

ぐんぐん
クラブ

11月 13日（月）
12月 19日（火）
１月13日（土）

1歳以上～
未就園児

未就園児の遊び体験です。参加者
にはプレゼントがあります。

親子
運動教室

11月 18日（土）
１月27日（土）

2歳～就学前児
と保護者

ボール運動や自転車乗りなど戸外
遊びと屋内での体操を実施します。

育児相談 随　時 子育て中の
保護者

カンファレンスルームにて個別の相
談に応じます。

●
表
彰
及
び
賞
品
　
▽
正
式
種
目
＝
上
位
グ
ル
ー
プ
及

び
下
位
グ
ル
ー
プ
と
も
、
３
位
ま
で
表
彰
・
賞
品
あ

り
▽
非
公
式
種
目
＝
上
位
グ
ル
ー
プ
及
び
下
位
グ
ル

ー
プ
と
も
３
位
ま
で
賞
品
あ
り

●
参
加
費
用
　
シ
ン
グ
ル
５
０
０
円
、
ダ
ブ
ル
ス
１
組

１
０
０
０
円
（
大
会
当
日
支
払
）

●
申
込
み
　
▽
期
間
＝
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
（
平
日

の
み
）
▽
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
先
　
鞍
手
町
体
育
協
会
事
務
局
（
中
央
公
民
館

内
）

●
問
い
合
わ
せ
　
鞍
手
町
卓
球
連
盟
　
渡
瀬
☎
（
４
２
）

６
７
７
５
ま
で

生い
の
ち命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
を
開
催
し
ま
す

●
直
方
警
察
署

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
１
週
間

は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
犯
罪
被

害
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
犯
罪
被
害
者
等
の

名
誉
や
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

直
方
警
察
署
で
は
、
管
内
の
自
治
体
と
連
携
し
て

被
害
者
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
解
決
に
向
け
た
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鞍
手
町
役
場
で
は
、１
階
フ
ロ
ア
に
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
方
の
等
身
大
パ
ネ
ル
や
遺

品
、ご
遺
族
の
思
い
が
書
か
れ
た
お
手
紙
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
観
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
27
日（
月
）か
ら
12
月
１
日（
金
）ま
で

●
と
こ
ろ
　
役
場
１
階

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
安
全
安
心
係

ま
で
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■
人
権
問
題
地
区
学
習
会

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
人
権
問
題
地
区
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。人
権
問
題
に
つ
い
て
、み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
11
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
開
催　

▽
と
こ
ろ
＝
剣
北
小
学
校
▽

講
師
＝
Ｈ
Ｒ
Ｅ 

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
，ｓ 

芦
谷 

浩
一
さ
ん
・
加
來 

雅
雄
さ
ん

●
11
月
25
日
（
土
）
午
後
0
時
30
分
開
催　

▽
と
こ
ろ
＝
新
延
小
学
校
▽

講
師
＝
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
池
端 

克
章
さ
ん

■
人
権
週
間
の
集
い
講
演
会

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
週
間
の
集
い
の
取
り
組
み
と
し
て
街

頭
啓
発
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

子
育
て
シ
ン
ガ
ー
ｍ
ｏ
ｎ
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
ま
で

人
権
講
演
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
で
は
、
町
か
ら
公
募
型
地
域
活

性
化
事
業
補
助
金
を
受
け
て
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

近
代
文
学
研
究
家　

井
上 
洋
子
さ
ん

●
演
題　

石
牟
礼
道
子
の
筑
豊
体
験
―
「
苦
海
浄
土
」
が
で

き
る
ま
で
―

●
問
い
合
わ
せ　

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
（
隅
田
）　

☎
０
９
０
（
４
５
１
１
）
７
８
７
９
ま
で

筑
豊
の
歴
史
に
学
ぶ
。

第
３
回
講
演
会
の
お
知
ら
せ

●
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会

９
月
９
日
、
23
日
、
24
日
に
福
岡

県
内
の
各
競
技
別
の
会
場
で
「
第
66

回
福
岡
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

鞍
手
町
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
鞍

手
郡
の
代
表
に
選
ば
れ
、
陸
上
競
技

や
卓
球
、
弓
道
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

中
で
も
陸
上
競
技
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
で
は
上
位
入
賞
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
結
果
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習

係
ま
で

福
岡
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

結
果
の
お
知
ら
せ

●
鞍
手
郡
体
育
協
会

競技 選手等 順位 記録

陸
上
競
技

青年男子
100 ｍ 菊池 竜矢 ７ 13 秒 61
400 ｍ 菊池 竜矢 ４ 53 秒 92
走り幅跳び 小松 辰哉 ６ ５ｍ 06

壮年50代
100 ｍ 森 健一郎 ８ 13 秒 34
走り幅跳び 栗田 光晴 ８ ３ｍ 70

一般女子 走り幅跳び 吉末 恵美 ３ ４ｍ 30
バドミントン競技一般男子 Ｂパート ３ ー

《結果》敬称略

第
78
回
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

●
直
方
市
体
育
協
会
事
務
局

直
方
市
体
育
協
会
で
は
、
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
申
込
用
紙
と
参
加
料
を
持
参

の
う
え
、
直
方
市
体
育
協
会
事
務
局
（
直
方
市
体
育
館
）
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者  

一
般
社
会
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
（
高
校
生
以

上
の
学
生
は
３
人
ま
で
）

※
原
則
、
５
ｋ
ｍ
を
25
分
以
内
に
走
れ
る
人
に
限
る
。

●
チ
ー
ム
編
成  

監
督
１
人
、選
手
７
人
、補
欠
５
人
の
計
13
人

※
監
督
と
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き　

令
和
６
年
１
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
開
始

●
と
こ
ろ　

直
方
市
西
部
運
動
公
園
前

●
申
込
み　

▽
期
間
＝
12
月
11
日
（
月
）
午
後
４
時
ま
で（
毎

月
第
１
月
曜
日
除
く
）
▽
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム 

１
８
，０
０
０
円
（
申
込
み
時
に
窓
口

で
支
払
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
市
体
育
協
会
事
務
局
（
直
方
市
体
育

館
）
☎
（
２
５
）
２
２
３
７
ま
で

作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細
工、陶芸、俳句、短歌など
自慢の一品は、ありません
か。「広報ぎゃらりー」では、
紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品に
ついての 100字以内の感
想もお願いします。役場ま
ちづくり課☎（42）2111
まで、ご連絡ください。

川波 英一さん
（くらじ短歌会）

六が嶽四国五十
番の、吾が阿弥陀
堂も春・秋と年２
回の巡拝事業もコ
ロナ禍以来打ち切
られ阿弥陀様も寂
しい思いをなされ
ておいでだろう、
早く元に復すれば
よいなとの希望を
込めて詠みました。

短歌

御
詠
歌
が
途
絶
え
て
久
し
阿
弥
陀
堂

コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
弥
陀
も
侘
し
気

洋裁

教室に来だして３か月
足らずです。簡単な型紙
でしか出来ません。早く
上達したいです。

吉田 喜代子さん
（洋裁教室）

秋色のお花のリースです。
軽量ソフト粘土で作成しま
した。着色はアクリル絵の
具です。円形 43cm。

広報
ぎゃらりー

粘土クラフト
森 恵津子さん

（新北）
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／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時30分まで）。
／11月の休館日は、1日（水）です。／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください。

国
民I

NFORMATIONBook ほん
大好き

中央公民館図書室☎（42）7200

中央公民館
図書室からの
お知らせです

　　一般の本

・カウンセラーはこんなセルフケアをやってきた
　（著＝伊藤 絵美）
・いい子のあくび（著＝高瀬 隼子）
・はーばーらいと（著＝吉本 ばなな）

今月新しく入りました。

※11月の新刊は、２日（木）からの貸出となります。

子どものお話の会
中央公民館内のこどものとしょしつ

で、子どもを対象としたお話の会を行
います。親子で聞きに来てみませんか。
●とき 11月 11日（土）午前11
時から

●ところ 中央公民館（こどものとしょしつ）
●申込期間 11月１日（水）から10日（金）まで（土・
日・祝は除く）。時間は午前９時から午後５時まで

※参加無料
●問い合わせ 中央公民館まで

　　一般の本

　　子どもの本

・一本の木がありました。（作・企画＝くすのき しげのり）
・トットちゃんの１５つぶのだいず（原案＝黒柳 徹子）
・わたしがあんであげる（作・絵＝せな けいこ）

　　子どもの本

歌人としても活躍する著者が、私たち
が日常でよく使う何気ない言葉「大丈夫」
「ごめん」「なんで？」「ありがとうね」「待っ
てた」などの一言をテーマにして綴った
１２編の短編集。なんでもない一言が、
それぞれの想いをつないでいきます。

ひとっこひとり
著＝東 直子

中でもこの本がオススメです。

こ
の
本
は
京
都
・
亀
岡
の
子
ど
も
が
書

い
て
大
人
が
読
む
月
刊
紙「
か
め
お

か
子
ど
も
新
聞
」
で
、大
人
の
悩
み

を
子
ど
も
が
解
決
す
る
、
大
人
気
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
ま
と
め
て
書
籍
化
し
た
も
の
で

す
。
大
人
か
ら
届
い
た
悩
み
に
、
子
ど
も
た

ち
が
一
問
一
答
形
式
で
ビ
シ
バ
シ
回
答
し

て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
ら
し
い
可
愛
い
回
答

か
ら
、
時
に
は
鋭
い
回
答
ま
で
！

　

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
絵
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
柔

軟
な
思
考
や
ス
ト
レ
ー
ト
な
回
答
が
楽
し

め
ま
す
。

家でも学校でも、いつも「いそい
で！」と急かされてばかりのティシャ。
ゆっくりする暇もなく、なんだか疲れ
てしまいました。そこで学校からの帰
り道、おむかえにきたママに「ちょっ
とだけのんびりしたいな」と伝えてみ
ると…？

ちょっとだけのんびりするひ
文＝ウェンディ・メドゥール

は
い
！
こ
ち
ら
子
ど
も

記
者
相
談
室
デ
ス
！

著
＝
か
め
お
か
子
ど
も
新
聞

を
子
ど
も
が
解
決
す
る
、
大
人
気
の
相
談
コ

す
。
大
人
か
ら
届
い
た
悩
み
に
、
子
ど
も
た

ち
が
一
問
一
答
形
式
で
ビ
シ
バ
シ
回
答
し

か
ら
、
時
に
は
鋭
い
回
答
ま
で
！

　

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

あ
る
日
、お
か
あ
さ
ん
に「
い
い
こ
は

お
か
た
づ
け
で
き
る
よ
ね
？
」
と

言
わ
れ
た
女
の
子
は
考
え
ま
す
。

「
い
い
こ
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
振
り
か
え

り
な
が
ら
、「
い
い
こ
」
は
ど
ん
な
子
か
考

え
始
め
る
女
の
子
で
し
た
が
…
？

　

つ
い
つ
い
言
っ
て
し
ま
う「
い
い
こ
だ
か

ら
」。
け
れ
ど
、「
い
い
こ
」
で
あ
る
こ
と
だ

け
が
全
て
で
は
な
い
の
だ
、と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
絵
本
で
す
。

わ
た
し
は
い
い
こ
？

作
＝
え
が
し
ら
み
ち
こ

あ
「
い
い
こ
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
振
り
か
え

り
な
が
ら
、「
い
い
こ
」
は
ど
ん
な
子
か
考

え
始
め
る
女
の
子
で
し
た
が
…
？

　

つ
い
つ
い
言
っ
て
し
ま
う「
い
い
こ
だ
か

作
＝
え
が
し
ら

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
飯
干
愛
理
さ
ん
で
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
飯
干
愛
理
さ
ん
で
す
。

広
が
る

広
が
る
本
だ
な

本
だ
な



竹山薬剤師の

調子は
いかが？
くらて病院☎（42）1231

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICEHealth

９－2023.11

副
作
用
は
少
な
い
で
す
が
、
湿
布
薬
も
薬
の
一
つ
で
す
。

用
法
用
量
を
守
っ
て
適
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

竹
山
康
介
・
た
け
や
ま
こ
う
す
け
・
平
成
７
年
福
岡
大
学
薬
学
部
卒
業
。
久
留
米
大
学
病
院
、
総
合
せ
き
損
セ
ン
タ
ー
、
飯
塚
市
立
病
院
な
ど
の
勤
務
を
経
て
、

令
和
3
年
７
月
よ
り
く
ら
て
病
院
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

の
２
種
類
あ
り
ま
す
が
、
実
は
明
確
な

使
い
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
は
急
性
期
の
痛
み
や
強

い
炎
症
に
は
冷
湿
布
で
冷
や
し
て
、
慢

性
的
に
続
く
痛
み
に
は
温
湿
布
で
温

め
て
血
行
を
改
善
す
る
の
が
よ
い
と

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
テ
ー
プ
剤
も
含

め
、
貼
っ
て
気
持
ち
が
い
い
と
感
じ
る

方
で
構
い
ま
せ
ん
。
ど
の
湿
布
も
炎
症

と
痛
み
を
和
ら
げ
る
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

貼
る
時
の
注
意
に
つ
い
て

湿
疹
や
キ
ズ
が
あ
る
部
位
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
湿
布
薬
に
触
れ
た
手
で

目
・
鼻
・
口
な
ど
の
粘
膜
に
触
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
入
浴
後
は
汗
を

か
き
や
す
く
肌
も
敏
感
で
す
の
で
、
皮

膚
が
十
分
に
乾
燥
す
る
ま
で
し
ば
ら

く
時
間
を
お
い
て
か
ら
貼
り
ま
し
ょ

う
。
温
湿
布
は
、
は
が
し
て
す
ぐ
入
浴

す
る
と
肌
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
の
で
入

浴
の
30
分
前
に
は
、
は
が
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
毎
日
使
い
続
け
て
い
る
と
皮

膚
が
か
ぶ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

貼
ら
な
い
時
間
を
つ
く
り
皮
膚
を
休

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
関
節
な
ど
の
屈
折
部

に
貼
る
場
合
、
３
ｃ
ｍ
ほ
ど
切
込
み
を

入
れ
る
と
上
手
に
貼
れ
ま
す
。

痛
い
と
こ
ろ
に
手
軽
に
貼
れ
る
湿

布
を
使
っ
た
経
験
が
あ
る
方
は
多
い

で
し
ょ
う
。
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る

湿
布
薬
で
す
が
、
特
に
日
本
は
使
用
量

が
多
い
〝
湿
布
大
国
〞
で
、
古
く
は
平

安
時
代
の
医
学
書
に
湿
布
薬
の
原
型

の
記
述
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
回
は
湿

布
薬
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
使
い
方

や
注
意
点
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

湿
布
の
種
類

大
別
す
る
と
パ
ッ
プ
剤
と
テ
ー
プ

剤
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

厚
み
が
あ
る
湿
布
を
パ
ッ
プ
剤
と

い
い
、
水
分
を
含
む
の
で
貼
る
と
ひ
ん

や
り
し
ま
す
。
は
が
れ
や
す
い
の
で
背

中
や
腰
な
ど
動
き
の
少
な
い
部
分
に

向
い
て
い
ま
す
。
薄
く
て
粘
着
力
が
強

い
テ
ー
プ
剤
は
、
は
が
れ
に
く
い
の
で

関
節
な
ど
の
動
き
が
大
き
い
と
こ
ろ

に
向
い
て
い
ま
す
。

冷
湿
布
？
温
湿
布
？

パ
ッ
プ
剤
に
は
冷
湿
布
と
温
湿
布

光
線
過
敏
症
に
つ
い
て

ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
と
い
う
成
分
を

含
む
湿
布
薬
は
、
貼
付
部
に
紫
外
線
が

当
た
る
と
光
線
過
敏
症
と
い
う
皮
膚

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
戸

外
に
出
る
時
は
天
候
に
か
か
わ
ら
ず

濃
い
色
の
衣
類
や
サ
ポ
ー
タ
ー
等
で

覆
っ
て
貼
付
部
に
紫
外
線
が
当
た
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
は
が
し
た

後
も
４
週
間
は
同
様
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
を
含
む
湿
布
薬

に
は
、
外
袋
に
こ
の
注
意
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

飲
み
薬
に
比
べ
る
と
湿
布
薬
は
全

身
へ
の
影
響
が
少
な
く
副
作
用
は
少

な
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
貼
っ
て
い
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
湿
布
も
薬

で
す
。
用
法
用
量
は
キ
チ
ン
と
守
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
妊
婦
、
小
児
、
喘
息

の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
不
明

な
点
は
薬
剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

？
首
が
痛
い
の
で
湿
布
薬
を
貼
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
（
53
歳
女
性
）
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令
和
４
年
度
鞍
手
町

国
民
健
康
保
険
の
決
算
状
況

国民健康保険
制度の
解説です  国保の

そこが知りたい
役場保険年金係☎（42）2111

COMMENTSupport
その他
141 万円

県支出金
13 億 1,247 万円

保険税
２億 7,125 万円

繰入金
１億 6,443 万円

繰越金
6,818 万円 その他 3,965 万円

保険給付費
12 億 5,948 万円

保健事業費
2,871 万円

繰出金 538 万円
総務費
1,135 万円

保
険
給
付
費
の
割
合
は
、
変
わ
ら
ず
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
国
保
財
政

の
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鞍
手
町
の
国
民
健
康
保
険
の
状
況

3,400

3,500

3,600

3,700

3,800

3,900

4,000

90

91

92

93

94

95

96
保険税収納率
被保険者数

R4R3R2R1H30
3,951 3,791 3,759 3,703 3,540

（年度）

95.53

93.43

94.78
94.29

鞍手町国民健康保険の現状
国民健康保険（国保）は、加入者の皆さんから納めていただいた保険税を基に、病気やけがをして病院にかかった
ときの医療費の給付などを行う助け合いの制度です。皆さんが、病院で支払っているのは医療費の一部（３割また
は２割）で、残りの医療費は国保が負担しています。

被保険者数及び保険税収納率の推移

国保１人当たり医療費の推移

新生物
＜腫瘍＞

18.7

内分泌・栄養・
代謝疾患 15.5

筋骨格系結合組織 10.9

呼吸器系 7.5

消化器系 6.7

尿路性器系 5.7

眼及び付属器 5.2

精神及び
行動の障害 5.1

神経系 5.1
その他

 8.0

入院外
（％）

循環器系
11.6

歳出
17 億

7,747 万円
国民健康保険
事業費納付金
４億 3,290 万円

（人） （％）

歳入
18 億

1,774 万円

精神及び
行動の障害 11.8

新生物
＜腫瘍＞

26.8

その他 3.3
尿路性器系 2.4眼及び付属器 2.4

筋骨格系
結合組織 4.2

呼吸器系 7.1

循環器系 9.0

消化器系 9.4

神経系 9.8

損傷・中毒
13.8

入院
（％）

350,000

390,000

430,000

国

福岡県

鞍手町

R4R3R2R1H30

381,052
379,157

370,371

 402,868

402,017

392,044

402,507

411,986

422,573

376,088

387,334

396,780

364,384

378,833

402,081

（円）

（年度）

令
和
４
年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
前
年
度
に
比
べ
て
１
６
３
人
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
保
険
税
収
納
率
は
前
年
度
に
比
べ
て
０
・
４
９
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

鞍
手
町
の
令
和
４
年
度
の
１
人
当
た
り
医
療
費
は
、
福
岡
県
及
び
全
国
平
均
よ
り
も
高
い

状
況
に
あ
り
、
よ
り
一
層
医
療
費
の
節
約
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

令和４年度 鞍手町の疾病割合

（左目盛）
（右目盛）

94.57



11− 2023. 11

歯の健康教室参加者募集
歯周病は口の中の細菌によって歯肉に感染がおこ

る病気で、生活習慣病と深く関係しています。歯周
病の予防は口腔ケアと生活習慣の見直しが大切です。
●対象者　町内在住者
●とき　11 月 21 日（火）午前 9 時 30 分から 11 時
●ところ　総合福祉センター　保健棟
●定員　30 人（定員になり次第締め切り）
●参加費　無料
●内容　全身疾患と歯周病の関わりについて
●持参品　筆記用具、水分補給できるもの
●申込期限　11 月 14 日（火）までに電話でお申込

みください。

健康や各種健診
についての
お知らせです HealthINFOR

MATION

総合健診（特 定 健 診
各種がん検診）について

生活習慣病予防のためにも年に１度は必ず健診
を受け、健康づくりに取り組みましょう。
●集団健診（検診）日程

と　き ところ

令和６年１月21日（日）、22日（月） 総合福祉センター

　11 月の乳幼児健診は次のとおりで
す。該当者には事前に通知をしてい
ます。通知が来ていない方はご連絡
ください。
●ところ　総合福祉センター 保健棟

乳幼児健診・相談

健診 と　き 対象児

４か月健診 11月９日（木） 令和５年６月 15 日から
令和５年７月 17 日生まれ

７か月健診
11月16日（木）

令和５年３月 31 日から
令和５年４月 20 日生まれ

12 か月健診 令和４年 11 月１日から
令和４年 11 月 30 日生まれ

１歳半健診
11月２日（木）

令和４年４月６日から
令和４年５月２日生まれ

３歳健診 令和２年 10 月６日から
令和２年 11 月２日生まれ

楽しく料理をしましょう。身近な材料で作れる、
簡単・おいしいメニューです。参加してみませんか。
●とき　11 月 29 日（水）午前 10 時から
●対象者　町内在住の男性
●ところ　総合福祉センター保健棟
●定員　20 人（定員になり次第締め切り）
●参加費　300 円（材料費）
●持参品　エプロン、三角巾（バンダナ）
●申込期限　11 月 20 日（月）までに電話でお申込

みください。

男性の料理教室

いきいき
健康
だより
総合福祉センター保健棟☎（42）8812

●受付時間　午前８時 30 分から 11 時まで。混雑緩
和のため受付時間を 20 分ごとに区切ってご案内
しています。健診の案内票をご覧の上、受診して
ください。

●申込方法　健診の受診を希望する人は、申込書を
送付しますので、電話でご連絡ください。また、
申込書が自宅に届いている人は、必要事項を記入
して返送してください。申込書は、ご希望の健診
日の１か月前までに返送してください。

　また右記 QR コードを読み取り、イン
ターネットからも予約することができ
ます。

●健（検）診内容　特定健診、基本健診、各種がん検
診（胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・子
宮頸がん・乳がん）、結核検診、肝炎ウイルス検診

11月 8日は「いい歯の日」です
むし歯や歯周病、オーラルフレイル（口の機能低下）

の予防には、セルフケアと合わせて歯科医師や歯科
衛生士による定期的な歯科検診や指導が必要です。

年に一回はかかりつけ歯科医に歯と口の健康を診
てもらい、生涯自分の歯で健やかに過ごしましょう。

～鞍手町では歯周病検診を実施しています～
令和 5 年度の歯周病検診の対象者は下の表のとお

りです。受診を希望する人でまだお済みでない人は
12 月 31 日までに受診をお願いします。
※対象者には５月末ごろにハガキを送付しています。

年齢 生年月日

40・41 歳 昭和57年4月1日から
昭和59年3月31日生まれ

50・51 歳 昭和47年4月1日から
昭和49年3月31日生まれ

60・61 歳 昭和37年4月1日から
昭和39年3月31日生まれ

70・71 歳 昭和27年4月1日から
昭和29年3月31日生まれ
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元
気
な
鞍
手
町
を
目
指
し
て

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

鞍
手
町
で
は
、
地
域
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
安
心

し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。鞍

手
町
を
元
気
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

『
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
』
が
地
域
の
支
え
合

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
す
る
と
き
は
、
ミ

ン
ト
グ
リ
ー
ン
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
『
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◇ボランティアをしようと思ったきっかけは何ですか？
定年退職後、自由な時間ができ自分にも何かできることはないか
と考えていました。そんな時に町から介護予防サポーター養成講
座の案内が届きました。内容から、これなら自分の勉強にもなり、
地域の役にたてそうとだと軽い思いから参加しました。
◇ボランティアをしてよかったことはありますか？
出会いがあり、通いの場などで「楽しかった、ありがとう」の声
を聞くと喜びや感動をいただきます。
◇これからボランティアを始めてみようと思っている方へひと言
気軽に参加してみましょう。元気や勇気を得られ、自分が豊かに
なれると思います。

令和5年度介護予防サポーター養成講座を受講し、サポートリーダーの一員になりませんか？
●対象者　①町内在住の74歳以下の人　②開催場所へご自分で来ることができる人　③鞍手町に住民票がある人
●開催日時　令和６年１月15日（月）から３月 25日（月）までの毎週月曜日（２月５日・２月12日を除く）
　　　　　　全９回　午前10時から 11時 30分まで（参加希望者には、後日日程表を郵送します）
●場所　鞍手町総合福祉センター　管理棟　研修室AB
●参加費　無料
●申込期限　12月 15日（金）まで
　皆さんが長年培ってきた知識と経験を活かして「やりがい」や「楽しさ」をみつけてみませんか。
　ボランティア活動をすることで自身の介護予防にもつながります。仲間と一緒に楽しく活動しましょう。
　皆さんの力が町を元気にします。興味のある方は、気軽に下記までお問い合わせください。

《ボランティア活動までの流れ》

※地域の支え合い活動（ボランティア活動）に参加して、活動に応じたポイントを貯めて年に1回
商品券と交換することができます。

ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
？

・
通
い
の
場
の
運
営
、
支
援

・
介
護
予
防
運
動
教
室
の
支
援

・
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い

・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
定
例

会
に
て
情
報
交
換
会
（
２
か
月
に
１

回
）

・
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
住
み
や

す
く
す
る
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
配
食
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

何
人
く
ら
い
い
る
の
？

令
和
５
年
６
月
末
日
時
点
の
登
録

者
は
、
１
期
生
か
ら
６
期
生
ま
で
の
55

人
で
す
。
毎
年
10
人
程
度
登
録
者
が
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

登
録
す
る
に
は
？

鞍
手
町
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
に
登
録
す
る
た
め
に
は
、
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
全
９
回
）

を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ　鞍手町地域包括支援センター☎（43）3019まで
こちらからボランティア
活動や地域の活動の情報
を見ることができます！

ボランティアの方へインタビュー
（介護予防サポートリーダー 2 期生 奈良 和仁さん）

地域包括支援
センターへ講座の
申し込みをする

ボランティア活動
に参加

活動希望の聞き取
りをし、活動内容
が決定する

講座を全9回受け
介護予防サポート
リーダーに登録を
する

⇒ ⇒ ⇒
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11月及び12月は
ふくおか「県・市町村」連携
「ＳＴＯＰ滞納!!
　県下一斉徴収強化月間」

鞍
手
町
で
は
、
福
岡
県
及
び
県
内
市
町
村
と

連
携
し
、
徴
収
強
化
に
取
り
組
む
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

滞
納
!!
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」
を
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
、
税
金
を
払
え
る
の

に
払
っ
て
い
な
い
人
に
対
し
て
厳
し
く
対
処
し

ま
す
。

公
平
な
納
税
の
実
現
に
向
け
て

町
で
は
、
納
税
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
広
報
紙
に
定
期
的
に
関
係
記
事
を
載
せ
た

り
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
納
期
限
を
お
知
ら

せ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
学
校

と
も
連
携
し
て
「
な
ぜ
税
金
が
必
要
な
の
か
」、

「
税
金
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
を
子
ど

も
達
に
考
え
て
も
ら
う
租
税
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
公
平
な
納
税
の
実
現
に
向
け
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
に
つ
い
て

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
税
金
を
払
え
る
の
に

払
っ
て
い
な
い
人
、
税
金
を
後
回
し
に
す
る
人

が
多
く
い
ま
す
。
滞
納
が
あ
る
と
納
期
限
内
に

納
付
し
た
人
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
も
な
く
滞
納
し
て

い
る
人
に
対
し
て
は
法
令
に
基
づ
き
滞
納
処
分

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
滞
納
と
な
っ
た
場
合
、
滞

納
者
に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
法
律
で
は
、

「
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
、滞
納

者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
を
し
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
換
価
（
お
金

に
換
え
る
こ
と
）
し
、
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税

に
充
て
ま
す
。
こ
れ
が
滞
納
処
分
で
す
。

住
民
全
体
の
不
利
益
に

差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
る
財
産
は
、
現
金
・

預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保
険
・
売
掛
金
・
自
動
車
・

土
地
や
家
屋
・
骨
董
品
や
貴
金
属
な
ど
様
々
で
、

こ
れ
ら
を
見
つ
け
る
た
め
に
関
係
先
に
調
査
を
し

た
り
、
滞
納
者
の
自
宅
な
ど
を
捜
索
し
た
り
し
ま

す
。
滞
納
者
は
、
差
し
押
さ
え
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
調
査
に
よ
っ
て
勤
務
先
や
取
引
先
な
ど
に
滞
納

を
知
ら
れ
て
し
ま
い
社
会
的
信
用
を
失
い
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
本
税
の
他
に

延
滞
金
が
発
生
し
結
果
と
し
て
負
担
は
増
え
て
し

ま
い
ま
す
し
、
町
が
督
促
状
の
送
付
や
調
査
な
ど

に
多
額
の
経
費
を
使
う
こ
と
で
最
終
的
に
他
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、
住
民
全
体
の
不
利

益
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

徴
収
強
化
に
向
け
て

県
で
も
対
策
本
部
を

設
置
し
、市
町
村
に
職
員

を
派
遣
す
る
な
ど
し
て

徴
収
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
５
月

に
は
福
岡
県
か
ら
派
遣

さ
れ
た
４
人
の
職
員
が
、

鞍
手
町
職
員
と
し
て
徴

収
を
行
う
た
め
の
併
任

辞
令
を
受
け
、
町
の
職

員
と
共
に
滞
納
処
分
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に

税
金
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
納
付

で
き
な
い
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
理
由
に
応
じ
て
、
減
免
や
分

納
な
ど
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

事前連絡なしに財産を差し押さえられました。連絡はないのですか？Ｑ１
差し押さえの事前連絡（電話連絡や予告書の送付）はいたしません。原則として、
督促状を送付しています。また、督促状以外に定期的に催告書を送付しています。Ａ１
勤務先に給与照会をされたため、滞納があることを知られてしまいました。
役場がこのようなことをしてもよいのですか？Ｑ２
滞納をしている人に対しては、法律に基づき財産調査を行う権限があるため、
給与照会をはじめ、あらゆる調査を行います。Ａ２

分割納付を認めてもらえますか？Ｑ３
特別な理由があり納期限内の納付が難しい場合は、放置せずすぐにご相談ください。
なお、特別な理由がきちんと示されない場合は認められないことがあります。Ａ３

分割納付をしていれば、差し押さえはされませんか？Ｑ４
分割納付中でも、十分な資力があることが判明した場合には差し押さえを行います。
分割納付中に収支状況が改善した場合は、すぐに納付計画の見直しを申し出てください。Ａ４

疑問疑問
ちょっ

と

税金の徴収に
関する４つの
疑問にお答え
します。

？？？！
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税
金

相
談

●鞍手町役場 ………（42）2111
FAX ………（42）5693

●中央公民館 ………（42）7200
●教育課 ……………（42）7200
●歴史民俗博物館 …（42）3200

（休館中）
●総合福祉センター …（42）8811
●地域包括支援センター …（43）3019
●上下水道課 ………（42）0408
●中央浄水場 ………（42）0417
●くらて病院 ………（42）1231
●鞍寿の里 …………（42）1233
●鞍手駅 ……………（42）5563
●社会福祉協議会 …（42）7800
●火災の発生状況 …（32）3211
●防災無線内容確認 …（43）1550

くく
ら
しのの

Calendar
2023
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

☎ 問い合わせ先 ☎

11

情情
報報

今
月
の
納
期
限
（
11
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
　
第
６

期
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
５
期
分

納
期
限
は
11
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
・
保
険
年
金

係
ま
で

納
め
忘
れ
の
税
金
等
は 

あ
り
ま
せ
ん
か

す
で
に
納
期
の
来
て
い
る

税
金
等
に
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
納
め
忘
れ
が
あ

る
場
合
は
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

税
を
納
め
ず
に
放
置
す
る

と
、
法
律
に
基
づ
い
て
給
与
、

預
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、

自
動
車
な
ど
の
財
産
差
押
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
ま
で

納
税
・
納
付
は 

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
て
安
心

で
す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手

続
き
を
す
れ
ば
翌
月
の
納
付

期
限
か
ら
口
座
振
替
が
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
依
頼
書
は

町
内
の
金
融
機
関
や
役
場
税

務
保
険
課
等
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の 

納
税
通
知
書
、

通
帳
、
通
帳
届
出
印

●
取
引
金
融
機
関  

直
鞍
農

業
協
同
組
合
、
福
岡
ひ
び

き
信
用
金
庫
、
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日
　
毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
税
務
保

険
課
収
納
係
ま
で

消
防
吏
員
採
用
試
験
の 

お
知
ら
せ

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

次
の
と
お
り
消
防
吏
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日
　
12
月
３
日
（
日
）

●
採
用
人
数
　
１
人
程
度

●
職
務
内
容
　
消
防
署
に
お
け

る
救
急
等
消
防
業
務
、
消
防

活
動
業
務
等

●
願
書
　
▽
受
付
期
間
＝
11

月
17
日
（
金
）
ま
で
▽
請

求
先
＝
直
方
・
鞍
手
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
、
鞍
手
出
張
所
、
小

竹
出
張
所
、
宮
若
出
張
所

の
ほ
か
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
▽
提
出
先

＝
消
防
本
部

※
応
募
資
格
、
試
験
会
場
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
・
鞍
手

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
総
務
課
☎
（
３

２
）
１
１
３
６
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
等
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
　

▽
受
付
締
切
＝
11
月
30
日

（
木
）
▽
試
験
期
日
（
予
定
）

＝
12
月
10
日
（
日
）
か
ら

12
日
（
火
）
ま
で
の
い
ず

れ
か
１
日

●
第
３
回
自
衛
官
候
補
生（
任

期
制
自
衛
官
）　
▽
受
付
締

切
＝
11
月
６
日
（
月
）
▽

試
験
期
日
（
予
定
）
＝
11

月
12
日
（
日
）
か
ら
14
日

（
火
）
ま
で
の
い
ず
れ
か
１

日
※
応
募
資
格
、
試
験
会
場
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
説
明
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
個
別
説
明
、
出
張
説

明
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
飯
塚

地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８

（
２
２
）
４
８
４
７
ま
で

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す

町
で
は
、
幸
ノ
浦
団
地
改

良
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
案

内
書
（
抽
選
方
式
）
は
、
役

場
管
財
課
契
約
管
財
係
に
て

配
布
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
案

内
書
配
布
期
間
及
び
申
込

受
付
期
間
　
11
月
13
日

（
月
）
か
ら
12
月
8
日
（
金
）

ま
で
。
時
間
は
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で
（
平
日
の
み
）

●
募
集
住
宅
　
幸
ノ
浦
団
地

改
良
住
宅
（
鞍
手
町
大
字

八
尋
1
5
2
9
番
地
１
）

１
戸

●
問
い
合
わ
せ  

鞍
手
町
役
場 

管
財
課
契
約
管
財
係
ま
で

税
等

募
集



県
営
住
宅
の
入
居
者
を 

募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間
　
12
月
６

日
（
水
）
か
ら
14
日
（
木
）

ま
で

●
募
集
案
内
配
布
　
福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

管
理
部
管
理
課
、
役
場
管

財
課
な
ど
で
11
月
29
日

（
水
）
か
ら
12
月
14
日
（
木
）

ま
で
配
布

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
管
理
課
☎
０
９
２
（
７

８
１
）
８
０
２
９
ま
で

農
地
の
出
し
手
、

受
け
手
を
募
集
し
ま
す

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま

せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機

構
は
農
地
を
貸
し
た
い
「
出

し
手
」
か
ら
規
模
拡
大
な
ど

を
行
い
た
い
「
受
け
手（
担
い

手
）」へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、農
地
の
中

間
的
受
け
皿
と
な
る
組
織
で

す
。ま
た
、
公
的
機
関
で
あ
る

た
め
確
実
に
賃
料
が
振
り
込

ま
れ
て
安
心
で
す
。詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎
０
９
２

（
６
４
３
）３
４
７
４
ま
た
は

役
場
産
業
振
興
課
農
業
振
興

係
ま
で

補
聴
器
相
談
日

補
聴
器
相
談
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談
　
▽
と
き

＝
11
月
９
日（
木
）午
前
11

時
か
ら
正
午
ま
で（
九
州
リ

オ
ン
）▽
と
き
＝
11
月
22
日

（
水
）午
後
１
時
か
ら
２
時

ま
で（
小
倉
補
聴
器
）▽
と

き
＝
12
月
１
日（
金
）午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

※
役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談 

　

▽
と
き
＝
11
月
28
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

▽
と
き
＝
11
月
30
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
あ
そ
う
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
12
月
７
日
（
木
）
午
後

２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
た

は
く
ら
て
病
院
ま
で

ご
家
庭
の 

困
り
ご
と
に
つ
い
て 

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す

11
月
の
子
ど
も
支
援
オ

フ
ィ
ス
に
よ
る
巡
回
相
談
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き

　11
月
15
日
（
水
）

●
受
付
方
法
（
予
約
制
）
　電

話
ま
た
は
窓
口
に
て
予
約

●
相
談
時
間

　▽
①
＝
午
後

１
時
か
ら
２
時
30
分
ま
で

▽
②
＝
午
後
２
時
30
分
か

ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ

　役
場
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
健
康

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

ま
で

ト
ラ
ブ
ル
等
で

お
困
り
の
場
合
は

無
料
法
律
相
談
へ
ど
う
ぞ

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

※
来
場
の
際
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
10
日
（
金
）
▽

受
付
（
相
談
を
受
け
る
順
番

の
抽
選
）
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ひ
と
り
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

※
来
場
の
際
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

くらしの情報
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相
談

STOP! !子ども虐待
11 月はオレンジリボン・児童虐待防止推進
キャンペーン期間です

児童虐待の通告は全ての国民に課せられた義務です ! !

　虐待を発見したときや次のようなサインに気づいた
ときは、役場や児童相談所へ連絡してください。
● 子どもからのサイン　衣服やからだがいつも汚れて

いる、不自然な傷や打撲のあとがある、けがが続いて
いる、夜遅くまでひとりで家の外にいるなど

● 保護者からのサイン　子育てに拒否的・無関心、子
どものケガについて説明が不自然など

● 問い合わせ　▷子育てに関する相談窓口＝役場健康こ
ども課子育て支援係まで▷虐待かと思ったら＝宗像児
童相談所☎ 0940（37）3255 または全国共通ダイヤル
189 まで
子どもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは110番へ

子ども虐待防止
オレンジリボン運動

子どもへの虐待は、子どもの成長・発
達に悪影響を与えます。虐待には、殴る
蹴るなどの身体的虐待、食事を与えない
などのネグレクト（育児放棄）、言葉で
脅すなどの心理的虐待、性的虐待があり、
しつけとは異なるものです。

心理的虐待には、子どもの目の前で行う激しい夫婦喧嘩
も含まれ、全虐待通告件数の約半数が「暴力等の目撃」に
よるものです。



特
設
人
権
相
談
所
を 

開
設
し
ま
す

12
月
４
日
（
月
）
か
ら
10

日
（
日
）
ま
で
の
１
週
間
は

人
権
週
間
で
す
。

福
岡
法
務
局
直
方
支
局
で

は
、
次
の
と
お
り
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
特
設
相
談
所
を

開
設
し
、
法
務
局
職
員
と
人

権
擁
護
員
が
人
権
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
４
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
相
談
内
容
　
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
に

つ
い
て
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
（
福
岡

法
務
局
直
方
支
局
内
）

☎
（
２
２
）
１
１
４
４
ま
で

女
性
の
人
権 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

で
は
、
11
月
15
日
（
水
）
か

ら
21
日
（
火
）
ま
で
の
１
週

間
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て

い
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク

ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

性
に
関
す
る
人
権
問
題
の
相

談
を
受
け
付
け
る
専
用
相
談

電
話
で
す
。

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
き  

11
月
15
日（
水
）か
ら

21
日（
火
）ま
で
▽
平
日
＝

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
▽
休
日
＝
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
相
談
先
電
話
番
号
　
０
５

７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

ま
で
（
全
国
共
通
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務

局
人
権
擁
護
部
☎
０
９
２

（
７
３
９
）
４
１
５
１
ま
で

空
き
家
活
用
相
談
会
を 

開
催
し
ま
す

直
鞍
地
区
居
住
支
援
協
議

会
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

弁
護
士
と
司
法
書
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
27
日
（
月
）
午

後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
（
事

前
予
約
制
）

※
相
談
時
間
は
、
一
人
あ
た

り
30
分
で
す
。

●
と
こ
ろ
　
直
方
市
役
所
５

０
３
会
議
室

●
相
談
内
容
　
空
き
家
あ
る

い
は
将
来
的
に
空
き
家
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
家
屋

の
活
用
に
つ
い
て

●
相
談
対
象
者
　
直
鞍
地
区

（
直
方
市
・
宮
若
市
・
鞍
手

町
・
小
竹
町
）
に
あ
る
空

き
家
の
所
有
者
・
管
理
者

の
う
ち
空
き
家
の
有
効
活

用
を
考
え
て
い
る
人

●
申
込
方
法   

電
話
、
メ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ  

一
般
社
団
法

人
そ
ー
し
ゃ
る
・
お
ふ
ぃ
す

☎
０
９
４
９
（
２
８
）
８

１
０
２
ま
で

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
棟
の
休
館
日

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
労

者
ふ
れ
あ
い
棟
（
体
育
館
）

の
11
月
の
休
館
日
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

● 

休
館
日
　
６
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
19
日
（
日
）、

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
　
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で

国
民
健
康
保
険
に 

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん 

こ
ん
な
と
き
は 

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外

来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所
　
役
場
税
務
保

険
課
保
険
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
国

民
健
康
保
険
証
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
で
、
過

去
一
年
間
に
90
日
を
超
え

る
入
院
が
あ
っ
た
人
は
、

入
院
期
間
が
確
認
で
き
る

書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら 

社
会
保
険
へ
加
入 

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

2023.11−16

くらしの情報

お
知
ら
せ

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん しん かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

45

　

のおおがた警警察署だよより

町内の
交通事故
発生状況

直方警察署管内での犯罪発生状況

【９月中】 【累　計】

刑法犯総数 73 件（＋ 9） 刑法犯総数 668 件（＋181）

自転車盗難 14 件（＋ 2） 自転車盗難 78 件（＋ 2525）

空き巣 0 3 件（－ 2） 空き巣 37 件（＋ 88）

【９月中】 【累　計】
件 数 2 件（－ 3） 件 数 41 件（－ 6）
死 者 0 人（± 0） 死 者 20 人（± 0）
傷 者 2 人（－ 5） 傷 者 56 人（－ 6）

（かっこ内は前年比）

● とき　11 月８日（水）
午前 10 時から午後４時
まで（受付は午後３時
まで）

● ところ　ハピネスなかま
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎ 092（643）3168 まで

巡回
交通事故

相談

（かっこ内は前年比）



くらしの情報

17−2023.11

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
後
で
医

療
費
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
保
険

で
す
が
、
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
65
歳
以
上
の
人
も
、
申

請
す
る
と
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
や
３
割
負
担
（
一
部
）
の

場
合
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
で
済
む
認
定
証
を
発
行
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の 

医
療
費
通
知
は 

11
月
末
に
発
送
し
ま
す

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、年
３
回
（
７
、

11
、
翌
２
月
）
医
療
費
通
知

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
４
～

７
月
診
療
分
の
医
療
費
通
知

の
発
送
は
、
11
月
末
で
す
。

通
知
は
被
保
険
者
本
人
住
所

（
送
付
先
変
更
を
行
っ
て
い
る

場
合
を
除
く
）
に
圧
着
ハ
ガ

キ
に
て
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
の

情
報
受
渡
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
よ
り
、
本
通
知
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
医
療
費
控

除
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
、
領
収
書
等
に
基

づ
き
内
容
を
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
（
６
５
１
）
３

１
１
１
ま
で

環
境
意
識
調
査
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
５
年
９
月
15
日
か

ら
10
月
13
日
ま
で
鞍
手
町

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
使
っ
て
実
施
し
ま
し
た
環

境
意
識
調
査
に
つ
い
て
、
３

６
３
人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
回
答
は
、
今

後
の
町
の
環
境
行
政
の
資
料

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
鞍
手
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

で
す
。
掲
載
時
は
、
鞍
手
町

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民

環
境
課
環
境
係
ま
で

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う

人
に
対
し
、
撤
去
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
要
件
　
町
内
の
道
路

に
面
す
る
高
さ
が
１
ｍ
以

上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去

す
る
工
事

※
申
請
が
予
算
額
に
達
し
た

場
合
は
受
付
終
了
と
な
り

ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
あ

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
管
財
課

公
共
施
設
係
ま
で

鞍
手
町
戦
没
者
追
悼
式
を 

実
施
し
ま
す

町
で
は
、次
の
と
お
り
令
和

５
年
度
鞍
手
町
戦
没
者
追
悼

式
を
実
施
し
ま
す
。
ご
遺
族

の
方
は
、
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
11
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
で

火
起
こ
し
体
験
教
室
の 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

公
民
館
講
座
「
火
起
こ
し

体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

火
起
こ
し
器
を
使
っ
て
古
代

人
の
火
起
こ
し
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き  

12
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま

で
（
雨
天
時
中
止
）

●
と
こ
ろ  

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
中
央
公
民
館
に
集
合
。

●
対
象
年
齢
　
小
学
校
高
学

年
以
上
（
小
さ
い
お
子
様

は
保
護
者
の
同
伴
で
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。）

●
参
加
費
　
無
料

●
服
装
　
汚
れ
て
も
い
い
服

●
募
集
期
間  

11
月
13
日
（
月
）

か
ら
29
日
（
水
）
ま
で
（
平

日
の
み
）
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
定
員
　
20
人

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
文

化
振
興
係
ま
で

公
民
館
講
座
「
心
と
体
を

整
え
る
ヨ
ガ
入
門
講
座
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

中
央
公
民
館
で
、
公
民
館

講
座
「
心
と
体
を
整
え
る
ヨ

ガ
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
体
を
動
か
し
て
、

心
と
体
を
整
え
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
11
月
18
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
１

階
第
５
研
修
室
（
和
室
）

●
講
師
　
小
磯 

稜
子 

先
生

●
参
加
費
　
無
料

●
必
要
な
も
の  

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
大
き
め
の
タ
オ
ル

※
マ
ッ
ト
・
タ
オ
ル
は
畳
の

上
に
敷
い
て
使
い
ま
す
。

●
定
員
　
15
人（
高
校
生
以
上

に
限
る
）

●
募
集
期
間
　
11
月
６
日（
月
）

か
ら
15
日（
水
）ま
で（
平

日
の
み
）。時
間
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
文

化
振
興
係
ま
で

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎（28）2840 まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページから
ご確認いただけます。

http://chokuan-medical.jp

購入した商品や
サービスに関するトラブルは
消費生活センターへ

直鞍広域消費生活センター
〒822-8501　直方市殿町７番１号
直方市役所５階（商工観光課内）
☎（25）2162
平日8:30～ 12:15、13:00～ 17:00
※相談員が不在の場合もあります。

毎年、全国で農作業中の事故が
発生しています。農作業事故は少
しの不注意やはずみで発生します。
農作業事故の防止と安全作業の徹
底に努めましょう。
● トラクターの事故対策　シート

ベルトの着用、作業場周辺の安
全確認

● 草刈り作業の事故対策　作業場
所の下見などの安全確認、作業
中の監視人設置など、水辺での
ライフジャケット着用・救助用
具準備

● 問い合わせ　役場産業振興課農
業振興係まで

農作業中の事故に 
注意しましょう!!



懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

来
年
１
月
７
日
は 

鞍
手
町
二
十
歳
の
集
い

令
和
５
年
度
の
二
十
歳
の

集
い
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
中
学
校
卒
業
後
に
町
外

に
転
出
し
て
い
る
人
で
、鞍
手

町
の
二
十
歳
の
集
い
に
出
席

を
希
望
す
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
平
成
15
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き
　
令
和
６
年
１
月
７

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

福
岡
県
最
低
賃
金 

改
正
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

６
日
に
改
正
（
引
上
げ
）
さ
れ

ま
し
た
。

賃
金
引
上
げ
に
は
８
月
31

日
に
拡
充
さ
れ
た
業
務
改
善

助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
10
月
６
日
か
ら
の
最
低
賃
金

１
時
間
９
４
１
円
（
41
円
引

上
げ
）

●
問
い
合
わ
せ
　
▽
最
低
賃
金

に
つ
い
て
＝
福
岡
労
働
局
労

働
基
準
部
☎
０
９
２
（
４
１

１
）
４
５
７
８
ま
で
▽
業
務

改
善
助
成
金
に
つ
い
て
＝
業

務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
２
０（
３
６
６
）

４
４
０
ま
た
は
福
岡
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
０
０
（
８
８
８
）
１
６

９
９
ま
で

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

保
健
指
導
を
充
実
さ
せ
る

研
修
会
の
ご
案
内

N
P
O
法
人
ア
レ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
母
の
会
で
は
、保
健

指
導
充
実
の
た
め
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー

発
症
予
防
が
期
待
さ
れ
る
適

切
な
ス
キ
ン
ケ
ア
や
離
乳
支

援
を
含
め
、小
児
ア
レ
ル
ギ
ー

の
最
新
知
識
と
適
切
な
対
応

等
を
学
び
ま
す
。参
加
対
象
は

保
健
師
、管
理
栄
養
士
、栄
養

士
、助
産
師
、看
護
師
等
で
す
。

●
と
き
　
▽
第
１
回
＝
12
月

４
日
（
月
）
▽
第
２
回
＝

12
月
15
日
（
金
）

●
内
容
　
▽
第
１
・
２
回
＝

ア
レ
ル
ギ
ー
の
保
健
指
導

と
母
子
保
健
事
業
に
お
け

る
具
体
的
な
展
開

●
申
込
期
間
　
各
回
開
催
日

の
14
日
前
ま
で

●
定
員
　
１
０
０
０
人

●
問
い
合
わ
せ  

ア
レ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
母
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
お
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
九
州
視
覚
特
別
支
援 

学
校
説
明
会
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特

別
支
援
学
校
で
は
、
入
学
選
考

検
査
に
関
す
る
志
願
書
等
の
配

布
・
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
６
日
（
水
）
午

後
１
時
45
分
か
ら

●
対
象
　
▽
幼
稚
部
＝
平
成

30
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

▽
高
等
部
専
攻
科
理
療
科
＝

特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高

等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
者
か
令
和
６
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
者
ま
た

は
、
学
校
施
行
法
規
則
で
そ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
北

九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

☎
０
９
３
（
６
５
１
）
５
４

１
９
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
の 

就
業
を
支
援
し
ま
す

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お

り
、ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、ま

た
は
、か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ

た
寡
婦
の
人
を
対
象
に
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン（
W
o
r
d
）講
座

▽
と
き
＝
１
月
12
日
（
金
）

か
ら
２
月
28
日
（
水
）
ま

で
の
間
の
水
・
金
曜
日
▽

と
こ
ろ
＝
宗
像
市
役
所
▽

定
員
＝
８
人
（
託
児
あ
り
）

▽
受
講
料
＝
無
料
（
教
材

費
等
は
自
己
負
担
）
▽
申

込
締
切
＝
12
月
22
日
（
金
）

必
着

●
問
い
合
わ
せ
　
マ
ン
パ
ワ
ー

グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
☎
０

９
２
（
７
４
１
）
９
５
３

１
ま
で

次
の
人
か
ら
香
典
返
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ

こ
内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
　

▽
幸
田
喜
和
子
様
（
喜
孝
）
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愛の
贈
り
も
の

給水装置の
指定工事事業者を更新しました
鞍手町が指定している水道事業指定給水装置工事事業者は、５年
ごとに更新が必要です。本年度は次の22社が更新を行いました。
なお、これまで鞍手町が指定した給水装置工事事業者は町ホーム
ページで確認できます。

事業者名 住所

明俊工務店 水巻町二東 3丁目 19番 35号

株式会社三機産業 筑紫野市杉塚 1丁目 8番 5号

鍵元設備 中間市大字垣生 1384 番地 1

サトウ住設 小竹町大字勝野 2732 番地 7

大下設備工業株式会社 北九州市八幡西区香月中央 5丁目 4番 12号

有限会社水工社 福岡市南区桧原 6丁目 15番 7号

有限会社ジェーエス工業 飯塚市下三緒 328番地 1

有限会社秀建 北九州市小倉南区上曽根新町 12番地 36

黒田住宅設備 中間市大字上底井野 176番地 77

有限会社戸畑ホーム設備 北九州市戸畑区西大谷 2丁目 9番 20号

有限会社野見山設備 小竹町大字勝野 2996 番地 1

株式会社アイ・プラン 宮若市鶴田 890番地

株式会社平山設備 飯塚市潤野 1115 番地 4

有限会社千歳工業 飯塚市相田 685番地 1

石塚住設ガス株式会社 水巻町吉田東 2丁目 22番 17号

総合洗管株式会社 北九州市小倉北区下富野 2丁目 10番 16号

オーエス設備株式会社 北九州市八幡西区三ヶ森 4丁目 12番 1号

日立地建株式会社 北九州市小倉南区大字貫 1653 番地 3

株式会社白金 福岡市中央区白金 1丁目 16番 19号

株式会社有光工務店 飯塚市下三緒 15番地 3

有限会社マルコー設備 福岡市早良区四箇 6丁目 11番 6号

株式会社クラシアン 横浜市港北区新横浜 3丁目 1番地 9

お知らせ

●問い合わせ　役場上下水道課上水道工務係まで
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自宅へのマイナンバーカード
出張申請を始めました。

企業・施設・グループなどへの出張申請に

ついては、ホームページをご確認ください。

●● 問い合わせ　▷マイナンバー問い合わせ　▷マイナンバー
カードに関することカードに関すること＝＝マイナンマイナン
バー総合フリーダイヤル☎ 0120バー総合フリーダイヤル☎ 0120
（95）0178 まで（95）0178 まで▷マイナンバー▷マイナンバー
カードの出張申請に関することカードの出張申請に関すること
＝＝役場住民環境課住民係まで役場住民環境課住民係まで

●申込条件
① 鞍手町に住民登録していること
② 初めてマイナンバーカードを申請する人
③ 午前 10 時から午後４時までの間で連絡・実施ができるこ

と（土曜、日曜、祝日、12 月 29 日から 1 月 3 日までを除く）
④ 職員が訪問した際に対面・意思確認ができ、必要な書類を

用意できること
⑤ 申請日から約２か月以内に転居や転出の予定がないこと
⑥ 外国人住民の人は在留期間の残りが 2 か月以上であること
⑦ 出張申請先で電源の確保、付近に駐車スペースがあること
※ 15 歳未満・成年被後見人は親権者・成年後見人の同伴が

必要です。
※ 介助が必要な人は介助者の同席をお願いします。
※ 訪問希望日の 1 週間前までに予約が必要です。
※ 自宅訪問で申請したマイナンバーカードは申請から約１か

月後に「本人限定受取郵便」で郵送します（なお、受取り
の際は郵便局が定めた本人確認書類が必要です）。

●申込方法
役場住民環境課住民係に電話予約をしてください。

出張申請のメリットは

①素早く申請できる
②顔写真代がかからない
③自宅で受け取りが可能

企業・施設・グループなどへの
出張申請も継続中「車の乗り降りが難しい」「身体が不自由」等の

理由で役場への来庁が困難な人はぜひご利用ください。

令和５年度職員採用試験を行います
町では、次のとおり一般事務（A：新卒者等、B：社会人経験者、C：障がい者、D：電算分野特定枠）の職員

採用試験を行います。
●試験日（第１次）　11 月 26 日（日）
●試験会場　鞍手町中央公民館（鞍手町大字小牧 2105 番地）
●試験区分・受験資格など

試験区分 採用予定人数 受験資格

A 新卒者等
２人程度

・平成５年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた人。

B 社会人経験者 ・昭和 58 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人で民間企業や公共機
関等において職務経験を通算５年以上（※）有する人。

C 障がい者 １人程度

・昭和 63 年４月２日以降に生まれた人で高校以上卒業者（令和 6 年 3 月末日までに
卒業見込みの人を含む）。

・身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人。
・自力で通勤ができ、かつ介助者なしで事務職員として職務遂行が可能な人。
・活字印刷文による筆記試験に対応できる人。

D 電算分野特定枠 １人
・昭和 59 年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人で、民間企業など（官

公庁含む）でデジタル化の推進に係る企画・立案やシステム開発・運用などの
職務経験（※）が令和６年 3 月 31 日現在で３年程度ある人。

※職務経験年数には条件があります。詳しくはお問い合わせください。
●申込用紙の配布　
▷窓口配布＝鞍手町役場総務課人事庶務係（庁舎２階）で配布しています。配布時間は、平日の午前８時 

30 分から午後５時 15 分（木曜日は午後７時）までです。
▷郵送配布＝封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼ったあて先明記の返信用封

筒（角形２号 Ａ４判サイズ）を同封してください。
▷インターネット配布＝町のホームページからダウンロードできます。
●申込期限　11 月 14 日（火）午後５時 15 分まで（郵送の場合は必着です。消印有効ではありません。）
●問い合わせ　役場総務課人事庶務係☎（42）2111 まで
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●町の人口・９月の人の動き

令和５年 11 月号  No.767

・人口　15,043 人
・男性　 7,150 人
・女性　 7,893 人
・世帯数  7,438 世帯

（令和５年９月 30 日現在）

・出生  4 人
・死亡      24 人
・転入  42 人
・転出      31 人

編集●広報委員会
発行●鞍手町

11月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 水

2 木 １歳半健診、３歳健診（総合福祉センター、11ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分）

3 金 文化の日

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木 ４か月健診（総合福祉センター、11ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、15ページ参照）

10 金 無料法律相談（総合福祉センター：13時～16時、15ページ参照）

11 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、８ページ参照）

12 日

13 月

14 火 令和５年度職員採用試験申込締切（19ページ参照）

15 水 子ども支援オフィス巡回相談（役場：13時～16時、15ページ参照）

16 木 ７か月健診、12か月健診（総合福祉センター、11ページ参照）

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

23 木 勤労感謝の日

24 金

25 土

26 日

27 月
国民健康保険税（第６期分）・後期高齢者医療保険料（第５期分）納
期限（14ページ参照）
心配ごと相談（総合福祉センター：13時～15時、15ページ参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時、15ページ参照）

29 水

30 木 補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話　0949（42）2111／ファックス　0949（42）5693
■鞍手町ホームページアドレス
　 https://www.town.kurate.lg.jp
■鞍手町フェイスブックアドレス
　 https://ja-jp.facebook.com/town.kurate
■鞍手町 LINE 公式アカウント　@kurate

FUKUOKA

KURATE  TOWN

元気が出る

献立

【ほうれん草のカレー風味ハンバーグ】

■材料（６人分）
ほうれん草（200g）、Ⓐ【豚ひき肉（300g）、玉ねぎ（100g）、
カレー粉（大さじ 1）、塩（小さじ 1/2）】、サラダ油（大
さじ 1）、Ⓑ【だし汁（1/2 カップ）、みりん（大さじ 1 と
1/2）、醤油（大さじ 1 と 1/2）、砂糖（大さじ 1/2）】、水
溶き片栗粉【片栗粉（大さじ 1）、水（大さじ 1）】、レタス

（60g）、ミニトマト（3 個）
■作り方
① ほうれん草は塩湯でゆでて水にとる。水けを絞って細か

く刻む。玉ねぎは細かくみじん切りにする。
② ボウルにⒶを入れ、よく混ぜ合わせる。ほうれん草の水け

をさらにしっかり絞って加え、練り混ぜる。12 等分にし、
小判型に整える。

③ フライパンにサラダ油を熱し、②を並べる。こんがり焼
けたら裏返し、蓋をして弱火で 5 分ほど焼く。

④ 小鍋にⒷを入れて煮立て、水溶き片栗粉を加えて大きく
混ぜてとろみをつけて、あんをつくる。

⑤ 器にレタスと 1/2 に切ったミニトマトを添えてハンバー
グを盛り、上からあんをかける。

テーマ
「お弁当を作ろう」

お弁当を詰める時に注意すること
汁が出るといたみやすくなるので、汁が出そうなも

のはアルミカップなどに入れ、おかずを十分にさまし
てから彩りを考えて入れましょう。色合いが足りない
と思ったら、ミニトマトなど赤いものを入れるとおい
しそうに仕上がります。
１．料理が動かないようにしっかり詰める
２．料理の組み合わせは、主食３：主菜１：副菜２の
表面積にする

３．同じ調理法・味付けの料理を重ねない
　「油脂を多く使った料理」「塩分の多い食品（漬物・
佃煮）」は、それぞれ 1品まで

食進会おススメのメニューです


